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令和６年度 第２回 軽井沢町子ども・子育て会議議事録 

 

１．開催日時 令和６年 10 月 28 日(月) 15 時 30 分から 16 時 45 分まで 

２．開催場所 軽井沢町役場 第３・４会議室 

３．出 席 者 佐藤会長、土屋副会長、内堀委員、横山委員、澤委員、川崎委員、 

阿部委員、久保委員、神山委員、大森委員、中澤委員、饗場委員 

       オブザーバー：株式会社 大輝 鈴木2名 

       事務局：岩井こども教育課長、南雲児童係長、柳原、佐藤 

４．議  題 

  ⑴ 開  会 

  ⑵ 課長挨拶 

  ⑶ 会議事項 

    ①事業実績と今後の課題の整理 

    ②軽井沢町子ども・子育て支援事業計画素案について 

    ③今後のスケジュールについて 

    ④その他 

  ⑷ 閉  会 

 

＊＊議事＊＊ 

⑴ 開 会 
【事務局】定刻となりましたので、ただいまより、第２回軽井沢町子ども・子育て会議を

開催いたします。 

なお、この会議は「軽井沢町審議会等の委員の選任及び会議の公開に関する指針」に基

づき、傍聴及び会議録の公開を行いますのでご承知おきください。 

それでは、まず初めに、本会議の会長であります、佐藤会長よりご挨拶いただきたいと

思います。 

【会 長】 

皆様、どうもこんにちは。本日は、雨で足場の悪いところをお忙しい中、軽井沢町子ど

も・子育て会議にご参加頂き、誠にありがとうございます。 

本日は、前回に続き、子ども子育て支援事業計画の内容が依頼となっておりますので、

委員の皆さんにおかれましては、前回同様に多くのご意見をご頂戴いただければ記載がい

いかな、というふうに思っております。 

本日は前回に続き、子ども子育て支援事業計画の内容が議題となっておりますので、委

員の皆様におかれましては、前回同様多くのご意見を頂戴いただければと思います。 

会議の時間も限られておりますので、簡単ではございますが挨拶とさせていただきます。 

【事務局】 
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続きまして、こども教育課長より御挨拶申し上げます。 

 

⑵ 課長挨拶 

【こども教育課長】 

皆様、こんにちは。こども教育課長の岩井と申します。 

本日は、お忙しいところ、軽井沢町子ども・子育て会議にご出席いただき、誠にありが

とうございます。 

この会議は「軽井沢町子ども・子育て会議条例」に基づき開催するもので、所掌事務は「子

ども・子育て支援法」に規定する、「特定教育・保育施設や特定地域型保育事業の利用定

員を定める際に意見をくこと」、「市町村子ども・子育て支援事業計画を策定または変更

する際に意見を聴くこと」、「子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推

進に関し必要な事項及び実施状況を調査審議すること」となります。 

本日は、先ほど会長が申し上げたとおり、８月に開催した続きというか、第３期の事業

経緯までの素案について、皆さまのご意見をいただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

【事務局】 

ありがとうございました。 

早速ではありますが議題に進みたいと思います。 

会議条例第6条の規定により、会長が議長となりますので、議事進行について佐藤会長よ

ろしくお願いします。 

【会 長】 

それでは議事を進めて参ります。 

まず①について事務局よりお願いします。 

 

⑶ 会議事項 

①事業実績と今後の課題の整理 

【事務局】 

お手元の資料を確認させていただきます。次第、資料１～３までございますでしょうか。 

会議事項①については資料２のＡ３の資料をご覧ください。これまでの第２期の振り返

りといたしまして、当町で実施している子育て支援事業13事業の実績について、取りまと

めたものになります。 

説明については（株）大輝様よりご説明いただきます。よろしくお願いいたします。 

【㈱大輝】 

・・・資料２ 事業の実績と今後の課題の整理について説明・・・ 

【会 長】 

それでは、項目が多いということで無ければ次に移させていただいて、また最後のその
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他のところでまた意見質問を聞きたいと思います。 

 

②第3期軽井沢町子ども・子育て支援事業計画の素案について 

【会 長】 

それでは続いて、会議事項②について事務局よりお願いします。 

【事務局】 

会議事項②につきましては資料１、３をご覧ください。 

資料１については子ども子育て支援事業計画素案の全文となっており、第１回会議で、

資料１の60ページ第３章計画の基本方針までご意見を皆様からいただいたところでござい

ます。 

本日は、第４章からの部分について大輝様よりご説明いただきたいと思います。 

【㈱大輝】 

・・・資料３ 第３期軽井沢町子ども・子育て支援事業計画（素案概要説明資料）に基づ

いて資料１を説明・・・ 

【会 長】 

今の会議事項②について、なかなかボリュームがあった内容と思いますけれども、気づ

いたところがあればご意見ある方はいますか。 

【Ｆ委員】 

81ページの「（３）多様な人々とふれあい、学び、いきいきと活動する」の、施策の表

ですが、「子どもの居場所づくりの推進」の中で、中間教室は、教育支援センターの方が

いいかなと思います。 

もう１点、82ページの４「働きやすさ、育てやすさのつながり（時代ニースへの対応）」

の時代ニースという言葉がわからないのですが・・・。 

【㈱大輝】 

81ページはそのように修正し、82ページは誤字ですので、時代のニーズに修正いたしま

す。 

【会 長】 

85ページの「（３）子どもが安全に当町の自然環境にふれあう」の３行目の民生児童院

は、民生児童委員ということでしょうか。それからもう１点ですけど、67ページの「（２）

地域子育て支援拠点事業」ですが、過去のこの数字の出し方がだんだん少なくなっていっ

て、また令和７年から全く上と同じ数字で示されていますが、将来的に多く活用していた

だくような数字の表し方のほうがいいと思いますが、どうでしょうか。 

【㈱大輝】 

ありがとうございます。この点の推移については現在確認しております。 

子育てセンターとの絡みがありますので、改めてこの数字は全面的に変わると思います

ので、ご了解いただければと思います。 



4 

 

【事務局】 

言葉尻や表現については、多少違ってくるところとか色々ありましたので、今後の見込

や、推移については関係する部署にも確認させた中で体裁は整えさせていただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

③今後のスケジュールについて 

【会 長】 

続きまして③に進みます。事務局お願いいたします。 

【事務局】 

今後のスケジュールについて、次第の２枚目をご覧ください。 

・・・説明・・・ 

また、皆様も見ていただいて、この場限りではなく、ご意見や修正などあれば随時事務

局のほうに言っていただければ、こちらでも検討し、盛り込むべきものがあればしっかり

と反映させていただきます。気づいたところ、また事務局のほうに言っていただければと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

また、10月13日に先ほどグループインタビューを行いました。 

木もれ陽の里の座敷で、今回子ども食堂の参加者の皆さんに声をかけさせてもらって５

人の方に参加してもらいました。 

人数は少なかったですが、人数が少ないほうが逆に意見を言いやすいようで、結構皆さ

んがいろんな意見を頂戴しまして、先ほど大輝さんからも報告があったようなご意見を頂

戴しています。 

その中でも今後もこの計画に関係なく、そういった保護者の意見、子育ての世代の意見

を聞くような場があってもいいというご意見がありましたので、検討していきたいと思い

ました。以上です。 

 

④その他 

【会 長】 

それでは、会議事項④について、何かある方いますか。 

中身については言葉、字の誤りとかそういうものについては修正し、数字の方について

は、最終的には正しい数字が入るということで、よろしいですかね。 

それではどうぞこんなところちょっと直してもらいたいとか、そういうものがあれば、

ご意見よろしくお願いしたいと思います。 

【Ａ委員】 

85ページ「子どもの交通安全を確保するための活動推進」について、今、軽井沢町自体

の子どもの通学路等の補修、またはここが危険という箇所の、そういったものもここでお

話ができるのですか。 
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【事務局】 

危険箇所は、危険箇所対策の会議があるので、そちらのほうで連携して住民課、生涯学

習課、こども教育課、地域整備課含め、県や国、河川管理者へ定期的に危険箇所要望等を

しながら、改善措置はしていますので、そちらの会議になってくるかなとは思っています。 

 

【Ａ委員】 

今年、危険箇所のパトロールに出させていただいたのですが、自転車で通う追分方面の

子どもたちの歩道が狭いというのと、あと借宿東の信号機あたりの下ってくる道の急なカ

ーブを見ましたが、そういうところの木の剪定をしないと、信号機や横断歩道が見えなく

なるなど、そういうのも危険パトロールのときに話しするような形ですか。 

【事務局】 

はい。実際、今、Ａ委員さんが言った場所に、私も行きましたが、西部小学校方面から、

中学校側に行くところの借宿のところの狭い部分は国道事務所の方とも話していまして、

今後、拡幅する予定を立てていますが、すぐにはできません。なるべく早く、町としても、

県、国のほうにはやっていただきたい部分です。 

あとは当然、今言われた通り、剪定、枝が危ないという部分は、随時言ってもらいなが

ら、町としても地域整備課と住民課等とも連携しながら危険箇所は改善していきたい部分

はあります。 

【Ａ委員】 

拡張するのは、前回の借宿の懇談会のときに聞いて、借宿の信号機から渡辺板金までは

拡張されると聞きました。 

【事務局】 

国道交通事務所への要望については何年もずっとしていて、ようやく動き出したという

形になっていますので、当然地道な要望はしていきたいと思います。 

【Ａ委員】 

前回そういう話が出たときに西地区のお母さんたちと話をして署名活動をすればやっ

てくれるのかっていう話になりました。 

【事務局】 

そうですね。なんとも言えませんが、無いよりはいいかと思いますが、当然町は、何年

も言っていて、やはり国道なので、なかなか優先順位というのがありますのでご理解いた

だきたい。ようやくこれで軽井沢もというところではあります。 

【Ａ委員】 

小学生が危険なのもわかるし、自分たちが走っていても危険だとわかりますが、中学校

側としては、西地区から中学校までのバスの提供を10年以上お願いしていますが、それも

なかなか前に進まない。それがなぜかという理由もわからず、ただ前に進まないっていう

結果になっているらしく、もうこの４月から１年生が入って、５月、６月に中学１年生の
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事故が多くなっている。 

自転車の乗り方もあまり上手ではなく、中学校側に聞くとちょこちょこ近所の人から危

ないという話も聞いてはいます。 

そういうことがあって、整備を行う以前に、子どもたちの自転車の乗り方等の教育とか

いうのもしていかなきゃいけないのかなっていうのと、もう一つお聞きしたいのは、安全

について、よくニュースでスタントマンを呼んで実施しているところを見ます。そのよう

なものもお願いができるのですか。 

【事務局】 

そこは、中学校との話し合いの中でやっていただければ可能な範囲の中でやっていける

と思います。やはり中学校だけの問題じゃなく、小学校でも交通安全教室というのをやっ

ていますし、そこからの基礎の部分を持って、中学校の安全教室も含めて考えてもらうな

ど、安全面も考慮し、自分の運転技術を磨きながら、あとは、町としての環境整備という

のは重要な部分なので、当然、関係する部署とも話し合いながらやっていければと思って

います。 

【会 長】 

他にあればお願いしたいと思います。 

今ちょうど道路の話が出て、たまたま中部小学校の農協通りからシンビ堂のところ通っ

て行くところも、塀から松が出ていて、特に雨のときに子どもたちが道路に出てしまいま

す。 

そこの通りが結構車が多いので危険だなと思い、私の方でも駐在所さんにも直接話して、

それで駐在所さんが現場を見てくれて、別荘のお家主に何とか連絡つけて切ってもらうよ

うな形で進めたいという話をしていました。 

また、区長さんにも直接話していただいても力になってくれますので、よろしくお願い

したいと思います。 

【Ｉ委員】 

第２章になってしまいますが、54ページ、55ページあたりですが、この内容が皆さんの

意見にもなって、活かしていけそうなのがいっぱいあるなと思いながら見ていますが、具

体的にここの部分の主な意見のところは、今後どんな形で活かしていける場があるのかと

いうか、活かしていける道筋というか、そのあたりはどうなのかお聞きしたいと思います。 

例えば、55ページの下から４つ目ですが、「・ただ子どもを預ける場所だけでなく、子

どもが楽しめる放課後こども教室を作っていくことを目標としてはどうか」とかとても参

考になる意見があるなと思って、具体的にこれを活かしていくような、これからの方向と

してはあるのかどうか、そのあたりにちょっと聞きたいなと思っています。 

【事務局】 

子育て支援事業の計画になるので、放課後子ども教室のニーズとしてこういった意見が

あるというのはもちろんありますが、アンケートを以前取った中でもいろんなご意見をい
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ただいている中でどうやれば放課後こども教室が、ニーズを満たすサービスの提供ができ

るかというところの一つの手段としてはあるのかなとは思います。具体的に施策の展開の

中で細かくこういう施策というものを入れていくことを今のところは考えておりません。

しかし、この計画の方針に基づいて各課の中でも施策を検討してもらい目標を達成してい

くというところが一つの考え方になるのかな、というところではあります。 

【Ｉ委員】 

こういうご意見は、関係している方たちに伝わるようになっていますか。 

【事務局】 

そうですね。そこら辺は共有していきたいと思っております。 

【Ｆ委員】 

55ページの「移住組の方」という言い方はどうでしょうか。 

【事務局】 

ここについては精査させていただきます。 

【事務局】 

パブリックコメントがスケジュールを見てもらうと、議会終わって令和７年１月という

形でとなってますが、その前に委員の皆さんに計画の内容をご覧いただきまして、また意

見いただいて、パブリックコメントというような形にさせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

【事務局】 

12月には議会に中間報告という形で進めていきます。 

それに当たっては当然、パブコメを聴取し改善する形にしたいと思いますので、この議

会に出すあたりで、委員さんたちにも意見聴取また再度見ていただきながら意見をいただ

いて、パブコメの期間中の１月中までにいろいろと意見を言っていただければ、ありがた

いなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

【会 長】 

他にはどうでしょう。内容はだいぶ濃いので、この時間だけでは見れないところもござ

いますので、また資料を持ち帰って気づいたところがあれば事務局のほうに連絡していた

だければよろしいかと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

他にはよろしいですかね。無いようですので以上進行を事務局へお返しします。 

【事務局】 

本日はいろいろご貴重の意見をいただきましてありがとうございました。 

短い時間の中で細かいところまで協議するのは難しいところでもありまして、先ほど課

長からのお話がありましたとおり、随時、児童係の方にまたご意見があればお答えさせて

いただきますので、ご意見をいただければと思います。 

先ほど事務局の方からの今後のスケジュールということでお話がありましたけれども、

次回が来年の２月中に第３回の会議を設けさせていただきたいと思っておりますので。ま
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た近くなりましたところに委員の方々に通知を送りさせていただきたいと思います。 

来年の４月に事業計画を発行するところがありますので、また今後ともご協力をお願い

したいと思います。 

以上を持ちまして、第２回軽井沢町子ども・子育て会議を閉会とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 


